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【組� 成� ・� 性� 状】
１.組�成
１錠中にそれぞれ次の成分を含有

２.製剤の性状
白色の素錠

【効  能  又  は  効  果】
犬：僧帽弁閉鎖不全による慢性心不全に伴う症状の改善

【用  法  及  び  用  量】
犬：

【使  用  上  の  注  意】

［一 　般 　的 　注   意］
（１）本剤は定められた用法・用量を厳守すること。
（２）本剤は効能・効果において定められた適応症の治療にの

み使用すること。
（３）本剤は要指示医薬品であるので獣医師の処方せん・指示

により使用すること。

［対象動物に対する注意］
１ 制限事項
（１）本剤は妊娠犬及び哺乳犬に対する安全性は確立されてい

ないので、妊娠中及び授乳中の犬には投与しないこと。
（２）本剤は80％以上が胆汁から排泄されるので、重度の肝障

害の疑いのある犬には慎重に投与すること。
（３）１回の処方回数が14日間を超えないこと。

２ 副作用
薬理作用として降圧作用により低血圧症の症状である虚脱
あるいはふらつきが現れることがあるので、特に初回投与
後は患犬を注意深く観察すること。

３ 相互作用
（１）カリウム保持性利尿剤を併用しないこと。
（２）本剤はＡＣＥ阻害剤であるため、非ステロイド系抗炎症

剤（NSAIDs）との併用は、急性腎不全を誘発する可能性が
あるので慎重に投与すること。

（３）フロセミドを併用する場合、その投与量を減量する必要
があるので、慎重に投与すること。

４ 適用上の注意
（１）必要により適切な対症療法（利尿・強心）を行うこと。
（２）本剤は80％以上が胆汁から排泄され、腎機能不全を有す

る犬においても体内に蓄積される危険性は少ない。しか
し、ＡＣＥ阻害剤の薬理学的性質上、腎前性高窒素血症
が認められる場合には腎機能の監視を行い、本剤の投与
及び対症療法を慎重に行うこと。本剤の投与中に高窒素
血症（ＢＵＮ、クレアチニンの上昇）が認められる場合に
は、患犬の状態を十分に観察しながら、先ず利尿剤の投
与を減少或いは中止する。改善が認められない場合には
輸液等の適切な対症療法を行うこと。

［保  管  上  の  注  意］
（１）小児の手の届かないところに保管すること。
（２）本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避けること。

【薬     物 　 動　   態】

１.吸収・代謝
本剤は犬に経口投与後、速やかに吸収され、主に肝臓で加水分
解を受け活性体（テモカプリラート）に変換される。血漿中では
主に活性体として存在し、その血漿中濃度は投与後30分～１時
間で最高に達する。また本剤の犬での経口吸収性（バイオアベ
イラビリティ）は47.3％であった。

２.排泄
本剤の有効成分塩酸テモカプリルを放射能標識し犬に経口投
与した結果、約９％が尿中、約90％が糞中に排泄された。

【臨     床 　 成　   績】
国内において僧帽弁閉鎖不全と診断された犬91頭（ニューヨーク心
臓協会の心機能分類でクラスⅡ以上に分類された犬）を用いて臨床
試験を実施した結果、本剤の有用性が認められた。臨床試験成績
の概要は以下の通りである。

１.臨床スコアの改善による有効性
呼吸困難、咳、運動耐容能、活動性、食欲の各臨床スコア
は、本剤投与７日以降有意に減少した。本剤を28日間投与後
に臨床スコアが１項目以上改善した症例を有効とした場合の
有効率は73.6％、臨床スコアの悪化が認められなかった症例
を有効とした場合の有効率は89.0％であった。

２.ＶＨＳ値（Vertebral heart size：心脊椎比）の改善
胸部Ｘ線検査においてＶＨＳ値を測定した結果、本剤を28日間
投与後に肥大した心臓の有意な縮小効果が確認された。

３.安全性
本剤投与に起因すると考えられる有害事象としては、いびき
（1.1％）がみられた。

Ｒ登録商標

エースワーカー錠0.5・１・２ ２６５１３３ Ｔ03

動物用医薬品
要指示医薬品：注意－獣医師の処方せん・指示により使用すること

貯法
室温保存

塩酸テモカプリル製剤

犬慢性心不全用ＡＣＥ阻害剤

成分
品名 エースワーカー

錠0.5
エースワーカー

錠１
エースワーカー

錠２

塩 酸 テ モ
カ プ リ ル

0.5mg 1.0mg 2.0mg

使用期限
包装に表示の使用期限内
に使用すること。

エースワーカー
錠0.5

体重2.5kg以上５kg未満の犬に対して本
錠剤１錠を１日１回、経口投与する。（塩
酸テモカプリルとして体重１k g当たり
0.1mg）

エースワーカー
錠１

体重５kg以上10kg未満の犬に対して本
錠剤１錠を１日１回、経口投与する。（塩
酸テモカプリルとして体重１k g当たり
0.1mg）

エースワーカー
錠２

体重10kg以上20kg未満の犬に対して本錠
剤１錠を１日１回、体重20kg以上40kg未
満の犬に対して本錠剤２錠を１日１回、
経口投与する。（塩酸テモカプリルとして
体重１kg当たり0.1mg）

※
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【薬     効 　 薬　   理】
塩酸テモカプリルは経口投与後、加水分解により活性代謝物であ
るテモカプリラートに変換される。テモカプリラートは血中・組
織中のアンジオテンシン変換酵素（ＡＣＥ）活性を特異的に阻害し
て、アンジオテンシンⅡの生成を抑制し、血管拡張作用、心肥大
抑制作用を示すことにより、総合的に慢性心不全による各種症状
の悪化を抑制する。

【安 　� 　全 　�   性】
１.本剤の常用最高量（0.2mg/kg）、及びその２倍量、５倍量を
ビーグル犬に１日１回、28日間連続経口投与した結果、いずれ
の用量群においても投薬と関連した異常は見られなかった。

２.本剤の有効成分塩酸テモカプリルをビーグル犬に１日１回１年
間経口投与した結果、無影響量は３mg/kg（基準量の30倍量）で
あった。

【有効成分に関する理化学的知見】
構造式：

一般名：塩酸テモカプリル（Temocapril Hydrochloride）
化学名：（+）-［（2S,6R）-6-［［（S）-1-（Ethoxycarbonyl）-3-

phenylpropyl］ amino］-5-oxo-2-（2-thienyl）
perhydro-1,4-thiazepin-4-yl］ acetic acid
monohydrochloride

分子式：C23H28N2O5S2・HCl：513.07
性�状：白色～淡黄白色の結晶性の粉末で、においはないか、又

はわずかに特異なにおいがある。メタノールに極めて溶
けやすく、エタノール（99.5）に溶けやすく、酢酸（100）
にやや溶けやすく、アセトニトリル又は無水酢酸に溶け
にくく、水に極めて溶けにくく、ジエチルエーテルにほ
とんど溶けない。

【　  包    　　  装    】
エースワーカー錠0.5 30錠（PTP）
エースワーカー錠１ 30錠（PTP）
エースワーカー錠２ 30錠（PTP）

新村
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